
 

 

 

 

近畿・東海キャラバン編 

静岡県内行動報告集 
 

 

 

 

 

2012年 12月 3日（月）～5日（水） 

 
 

あの空へ帰ろう！ 



 

 

ＪＡＬ不当解雇撤回原告団から、ＪＡＬ不当解雇撤回の支援の訴えや支える会へ

の入会・支援物資販売などの取り組みを全国に広めたいとキャラバン行動の提起が

されました。 

提起を受け、静岡地方本部ではキャラバンの受け入れついて議論をし、取り組む

ことを決定しました。 

 

 

 

 

 

 ＪＡＬ原告団・国労名古屋地本・国労近畿地本・国労静岡地本等が集まり実施計画などを相

談し、日程は乗員裁判の東京高裁第 1回口頭弁論の開催される 12月 6日をゴールにすること

を確認しました。日程を逆算し、キャラバン来静日は 12月 3～4日と決定しました。 

 

 



 

 

キャラバンの横断幕です。 

 

 

タスキかわりに近畿から東京へ引き継ぎます 

 

 

 

 

 

静岡で使用するキャラバンカー 

 

 

 

 

 



 

 

原告団のチラシ・静岡での集会参加呼びかけチラシ 

 

 

 

 

 



 

 

12 月 3 日：名古屋（伊藤書記長）から引き継ぎを受けました（浜松駅） 

 

 

〔原告からは久保田統子さん、南井都美子さんが参加〕 

写真：左から南井さん・堀内浜松支部委員長・塩沢地本執行委員・名古屋地本伊藤書記長・久保田さん 

カメラ：池谷浜松支部書記長 

 

 

 

 

引継ぎ物の確認を行い準備完了！ 



 

 

≪浜松地区オルグ箇所≫ 

＊参加者 ●原告：久保田統子さん・南井都美子さん 

     ●国労：堀内慶一（浜松支部委員長）  池谷 諭（浜松支部書記長） 

          塩沢好彦（地方本部執行委員） 

 

＊支援の訴えに伺った団体名（４か所） 

ＪＭＩＵ河合連合支部・浜松市職員組合・聖隷福祉事業団労働組合住吉支部・静岡 

県西部地区労働組合連合会 

 

  

 ＪＭＩＵ河合労組連合支部        浜松市職員組合  

 

  

聖隷福祉事業団労組住吉支部      西部地区労連  



 

 

 浜松駅前宣伝  《署名も頂きました》 

 

浜松駅頭宣伝行動参加の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

浜松集会 集合写真 

 

 

地域の皆さんも大勢駆けつけてくれました。 

（国鉄闘争で培った共闘が大きな力になっています） 

 

 

 

 

 

12 月 4 日：島田・藤枝・焼津・静岡に引き継ぎました 

 

原告団 山口宏弥さん（乗員原告団長）・榊原正好さんが合流し、山口さんと南井さん（島

田・藤枝・焼津地区）、榊原さんと久保田さん（静岡地区）の２グループでオルグを行いま

した。 

 

≪島田・藤枝・焼津地区オルグ箇所≫ 

＊参加者 ●原告：榊原正好さん・久保田統子さん 

     ●国労：中村 正（静岡支部副委員長）  福田哲久（地方本部執行委員） 

＊支援の訴えに伺った団体名（８か所） 

静岡県職中遠支部・掛川市立病院労組・島田市労連・碌々産業・村上開明堂・金属 

一般・静岡県職志太榛原支部・藤枝市立病院労組 

 

 

 

 



 

 

≪静岡地区オルグ箇所≫ 

＊参加者 ●原告：山口宏弥さん・南井都美子さん 

     ●国労：小海 誠（静岡支部委員長）  高橋 晃（静岡支部書記長） 

         海野洋一（地方本部特別執行委員）  植田 誠（地方本部書記長） 

     ●共闘：鈴井孝雄（平和・国民運動センター） 

＊支援の訴えに伺った団体名（１４か所） 

   静岡県評・自治労連県本部・平和センター・自治労静岡県職員組合・静岡鉄道労組・ 

   ジャストライン労組・全建総連（留守）・静岡県立病院労組・生協しずおか労組・静

岡県商工団体連合会・建交労・しずおか労働センター（県共闘他４団体）・静岡市教

職員組合・全教静岡 

 

 

  

静岡県立病院労組           全教静岡  

 

 

  

静岡県評                 静岡鉄道労組  

物販のご協力ありがとうございました。   署名の要請も行いました。 

 

 



 

 

  

しずおか労働センター          島田市労連  

 

 

  

村上開明堂                静岡金属一般本部  

 

 

 

静岡繁華街での宣伝行動 

寒い中、署名も頂きました！ 

 



 

 

 

静岡繁華街宣伝行動参加の皆さん 

 

静岡集会 

 

  

 

  

 



 

 

 

国労静岡地本で「干し椎茸」販売を取り組み、売り上げをカンパしました。 

 

 

『あの空に帰ろう』を全員で歌い集会を終了しました。 

 

 



 

 

 

静岡集会参加者集合写真 

写真：前列左から久保田さん・山口さん・福永さん・榊原さん・南井さん 

 

 

 

 

 

12 月 5 日：富士宮・富士・沼津・三島に引き継ぎました 

 

山口さんと南井さん（富士宮・富士地区）、榊原さんと久保田さん（沼津・三島地区）の

２グループでオルグを行いました。 

 

≪沼津・三島地区オルグ箇所≫ 

＊参加者 ●原告：榊原正好さん・久保田統子さん 

     ●国労：鈴木 正（東部支部副委員長）  杉山光司（東部支部書記長） 

         萩原正輝（東部支部執行委員） 

●共闘：室伏（三島・田方労組連議長） 

＊支援の訴えに伺った団体名（５か所） 

東洋ファイバー労組・三島共立病院・三島教職員組合・静岡県職東部支部・三島社

会保険病院 

 

 

 



 

 

≪富士宮・富士地区オルグ箇所≫ 

＊参加者 ●原告：山口宏弥さん・南井都美子さん 

     ●国労：紺野雅士（東部支部委員長）  塚原一志（富士運輸区分会・富士地域労 

連議長）  植田 誠（地方本部書記長） 

     ●共闘：諏訪部・佐野（石川タクシー労組）  永田・山下（富士地域労連） 

＊支援の訴えに伺った団体名（４か所） 

富士宮市立病院労組・石川タクシー労組・静岡県職富士支部・富士地域労連 

 

 

富士宮浅間神社で『勝利祈願』 

 

 

富士宮浅間大社での宣伝行動 

快晴の下、富士山がきれいでした。富士山にも高裁勝利を誓いました。 

解雇問題で闘っている富士急石川タクシー労組の仲間も駆けつけてくれました。 

 



 

 

  

富士宮市立病院労組          県職富士支部  

 

 

沼津駅前宣伝行動 

 

 

沼津集会 

決意表明を受けました。 

〔写真：左から榊原さん・久保田さん・山口さん・南井さん〕 



 

 

沼津集会 

 

 

 

 

 

沼津集会参加者集合写真 

勝利をつかむガッツポーズ！ 

 



 

 

11 月 27 日～28 日伊豆半島キャラバンを別コースで取り組みました 

 

≪伊豆地区オルグ箇所≫ 

＊参加者 ●原告：久保田統子さん・南井都美子さん 

     ●国労：植田 誠（静岡地本書記長）  上野 力（東海本部書記長） 

           

＊支援の訴えに伺った団体名（６か所） 

熱海市職員組合連合会・伊東市職員労働組合連合会・東海自動車労働組合・ 

伊豆急行労働組合・下田市職員労働組合・伊東競輪労働組合 

伊豆半島は、ぐるりと回ると１００ｋｍを超え、労働組合も点在していることから、別枠で

のキャラバンとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  伊東市職員労働組合連合会 

  多くの物資を購入してくれ、署名の取り組みの強化も約束してくれました。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          伊東競輪労働組合 

  女性が多く働く競輪場。女性としてもこんな不当な首切りは許せないと、署名や物販

の取り組みを約束してくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての競輪場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左右分かれてのオルグ？ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

12 月 6 日：高裁乗員裁判第 1回口頭弁論・「JAL 控訴審 12・6 勝利をつかむ大集会」 
 

  

裁判所前行動で連帯の挨拶をする杉本委員長  東京高裁に入廷する高裁乗員原告団 

 

 

 

「JAL 控訴審 12・6 勝利をつかむ大集会」（渋谷・みらい座） 

 

キャラバンの到着と行動報告を行なう 

（写真左から植田静岡地本書記長・園近畿地本委員長・木股名古屋地本委員長） 

 

 

キャラバンの様子などＪＡＬ原告団ホームページを参照してください。 

ニュース・支える会への入会・物資販売の申し込み etc ご覧ください。 



 

 

《近畿・東海キャラバンの取り組み》 

国鉄分割民営化の過程の中で、私たち国鉄労働組合に対し、組合の弱体化・労働組合つ

ぶし・労働者いじめが、効率化の名のもと行われてきました。 

ＪＲ東海唯一の不採用者でありました、静岡地本の野田さんが解決を見ることなく 3年

前に他界をするなど、全国でも多くの仲間が闘い半ばで犠牲になっています。 

しかし、労働者として人間としての尊厳を取り戻すため、公共交通としての鉄道を取り

戻すため、皆様に支えられながら、四半世紀の国鉄闘争を闘ってきました。改めて感謝申

し上げます。 

このたび、ＪＡＬ不当解雇撤回原告団から、東京高裁での、12 月 6 日の乗員、12月 14

日の客乗の第一回口頭弁論開始に合わせ、国鉄闘争での経験やノウハウを持つ、国労に対

し、高裁での勝利判決を出させるための、世論喚起と地域への訴えを中心に、キャラバン

への取り組みの協力依頼があり、交通運輸労働者として、同様な攻撃を受けたこと、航空

における公共交通を守るため等から、微力ではありますが、共に闘うこととを確認し今行

動を計画しました。 

今回、ＪＡＬ不当解雇撤回「近畿・東海キャラバン」として、11月 21 日に兵庫県姫路

市を皮切りに、大阪・京都・滋賀・岐阜・三重・愛知を回り、12 月 2 日浜松で引継ぎを受

け、12月 3 日は島田・藤枝・焼津・静岡、12月 4 日は富士・富士宮・沼津・三島で地域オ

ルグ、宣伝行動、集会を行い、12月 6 日に東京・渋谷で開催される 12.6 大集会に向かう

計画を立て、ＪＡＬ不当解雇撤回で闘っている原告の乗員団長山口さん・乗員の榊原さん・

同じく福永さん・客乗の久保田さん・南井さんと国労組合員を中心に訴えを行いました。 

 公共交通機関で働く労働者が、雇用不安がなく、心身ともに健康で安定した状態で働く

ことは、安全の基本的条件です。また過度な人員削減やベテラン乗員の切り捨ても安全の

基盤を揺るがし、利用者の信頼を失うことになります。このことは、ＪＡＬばかりではな

く、私たちＪＲで働く者も身に染みて、強く感じています。 

首切り自由な社会を許さない闘いであると同時に、必要のない首切りを認め、労働組合

つぶしに加担する、司法の暴走も食い止めなければならない課題ですし、安全と公共性優

先のJAL再建をめざす闘いであり、まさに国民的な意義を持つ課題と言えます。 

 支える会への入会や支援物資販売の取り扱いも行っています。各団体や個人で、より多

くの入会と定期的な物資購入をお願いします。また、地域や職場で広めていただくようご

協力をお願いします。 

 多くの犠牲を払った、国鉄闘争のように長きにわたる闘いをするわけにはいきません。1

日も早く職場復帰を勝ち取らなければなりません。 

 3月29日・30日に相次いで出された、地裁での不当判決をはねのけ、高裁では、勝利判決

を出させるよう地域の皆さんの、さらなる支援をお願いする次第です。 

最後に、国鉄労働組合静岡地方本部もＪＡＬ不当解雇撤回の闘いに連帯することを表明

し、今キャラバンに対する挨拶といたします。 

国労静岡地方本部  

執行委員長 杉本 洋一 

 



 

 

★ＪＡＬ不当解雇撤回 近畿・東海キャラバン（静岡行動）★ 

 《宣伝行動 4か所》 

浜松駅前 静岡繁華街（けやき通り） 富士宮（浅間神社） 沼津駅前 

 《オルグ団体数》  

   35 か所（伊豆キャラバンを除く） 

 《物販》物販商品名 

キーホルダー・ストラップ・JAL 解雇撤回バッジ・たおるマフラー・ 

とろろ昆布・だし昆布・喜多方ラーメン・干し芋・うるめフライ・野菜 

チップス・さかなっつ・チーズいか・焼きこあじ・塩トマト・いちじく 

グラッセ  

売り上げ総計＝189,250円…完売ご協力ありがとうございました。 

 

 

＊支える会・物資販売・カンパにご協力をお願いします！ 

 

 

※引き続き、国労静岡地方本部は「ＪＡＬ解雇撤回」の闘いを支援します。 

 


